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大規模化により農作物の増収をするためには圃場整備
が必要と考えるが、市当局はどのように考えるのか伺
う。

　農作業中の事故は把握しているのか伺う。

気候変動の要因の一つに、南極上空のオゾン層の破壊がある
といわれている。

近年、テレビや新聞などで紫外線情報やＵＶケア商品のコ
マーシャルなどをよく見かける。美容にだけ関係があるような
イメージがあるが、紫外線は美容のみならず、人の健康や地球
環境に大きく関わっている。
　日焼けは、皮膚が紫外線により被曝した結果である。

紫外線の強さは時刻や季節、さらに天候、オゾン量によって
も大きく変わる。そこで以下伺う。
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紫外線がこどもへ与
える影響について

遊休農地（耕作放棄地）を借り受けて営農する場合必
要な手続を伺う。

小規模農家でも付加価値を付けブランド化し、単価の
向上を目指すためには何が必要か伺う。

持続可能な農業への
取組について

市内小中学校で農業に関する授業はどの程度あるのか。
また、農業体験はあるのか伺う。

　生産性を高めるための施策について、以下伺う。

持続可能な農業を実現するには次世代の若者たちに農業への
興味を持ってもらうことが必要と考える。さらに必要なことは
農業の生産性を高めることが重要である。

農林水産省は、農業の発展、地域経済の活性化のため、生活
者の視点や多彩な能力を持つ女性農業者の活躍を推進してい
る。

富士宮市内において、農業に従事している女性の人数を
把握しているのか伺う。
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　紫外線の影響が懸念され、特にこどもの目を守るために
サングラスの使用が重要視されている。学校では屋外活動
や部活動において、ＵＶカット機能のあるサングラスの使
用を許可する動きが進んでいる。これは、紫外線による白
内障や皮膚がんのリスクを軽減するためで、フランスの学
校ではこどもの持ち物にサングラス（ＵＶカット）が含ま
れているとのことである。
　サングラスの使用について、富士宮市ではどのような指
導をするのか伺う。

市内にある立て看板
について

市内公園などに設置されている立て看板の破損及び標示の擦
れなどの管理はどのようにしているのか伺う。

　紫外線が多い夏場の午前11時頃から午後３時頃までの炎
天下では児童生徒にどのような注意喚起を行うのか伺う。

　６次産業化の推進も必要と考えるがいかがか。
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